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農業経営改善計画認定申請書

高島市長  殿

申
請
者

住所 高島市新旭町北畑５６５番地 連絡先 090-1234-5678

滋賀県知事  殿

生年月日・
法人設立年月日

法人番号

フリガナ タカシマ　タロウ フリガナ

高島　太郎

昭和・平成
令和・

農　業　経　営　改　善　計　画

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１２条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。

新規農政局長  殿

農林水産大臣  殿

①農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

現　　　状 目標（ 年）

☑稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 ☑複合経営

□露地野菜　□施設野菜 ☑果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　　）

☑稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 ☑複合経営

□露地野菜　□施設野菜 ☑果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　　）

目標（ 現状 目標（
主たる従
事者の人

数
2

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現状

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕  □その他の畜産（　　　　　） □酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕  □その他の畜産（　　　　　）

主たる従事者１人
当たりの年間所得 250 400 主たる従事者１人

当たりの年間労働時間 2200 2000

人年間所得 500 800 年間労働時間 4400 4000

（２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

②農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

作目・部門名
（耕　　種）

現      状 目標（

作目・部門名
（畜　　産）

現      状

水稲 1540.0 78,540 1720.0 92,880

事  業  内　容 現    状

目標（

作付面積
(a)

生産量
作付面積

(a)
生産量

飼養頭数
（頭、羽）

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

生産量

（１）生産

果樹類 80.0 5,000 80.0 7,000

（うち飼料用米） (540.0) (27,540) (600.0) (32,400)

販売金額１位の作目が販売金額の80％以上を

占める場合は単一経営となります。

（例：稲作70％、果樹30％なら複合経営）

年間所得（上段）÷主たる従事者の人数

＝主たる従事者１人あたりの年間所得（下段）

・すべての部門について記入してください。

（耕種の欄が足りなければこちらに記入してください）

・10aあたりの収量アップも意識した目標設定をしてください。

・作業受託（特定作業受託除く）

・農畜産物の加工

・農産物の小売業

・観光農園、貸農園

・農家レストラン、農家民泊 など

年間労働時間（上段）÷主たる従事者の人数

＝主たる従事者１人あたりの年間労働時間（下段）
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田

樹園地

田

年) 0 人 1 人

0 人 1 人

0 人 30 人

33 男 〇 〇

34 女 〇 〇

65 男

区   分

所在地
地
目

現 状
(a)

目標（ R12

(a)

（３）農用地及び農業生産施設

ア農用地 イ農業生産施設

年)
種　別

所在地 規　　模

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現 状 目標（

滋賀県 高島市 3 150 4 200

棟 ㎡ 棟 ㎡

高島市 3 450 3 450

借入地
滋賀県 高島市 1460 1640

滋賀県 高島市 80 80 ブドウ用ハウス 滋賀県
所有地

滋賀県 高島市 80 80 育苗ハウス

その他

経 営 面 積 合 計 1620 1800 経 営 面 積 合 計 6

⑤農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

現在は家族経営であり、休日等特に定めはない。
今後は休日や1日あたりの労働時間に定めを設け、家族経営協定の締結を目指す。
また、臨時雇用等を導入し、労働時間の適正管理に努める。

契約栽培による業務用多収米の作付に取り組み、収益の向上を図る。
水稲はコシヒカリを中心に作付けをしているが、あきだわら等の作付けを増やし、作
業集中を避ける。
生産調整については、飼料用米の作付けによりおこなう。

（参考）経営の構成

（１）構成員・役員 （２）雇  用  者

600 7 650

③生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

現在は1反～2反区画を中心に耕作をしており、農地も点在している。
今後は3反区画の農地を中心に集積を進め、また農地の交換等により集約すること
で作業効率の向上を図る。

現在は青色申告には取り組んでいるものの経営状況の分析が不十分である。今後は複
式簿記により経営状況を分析し、コスト管理を徹底することで所得の向上を図る。

担当業務 主たる
従事者

年間農業
従事時間

担当業務 主たる
従事者

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）

年
齢

性
別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

現    状 見通し(

年間農業
従事時間

臨時雇（年間）
実 人 数 現状 見通し

延べ人数 現状 見通し

R12 常時雇（年間） 実 人 数 現状 見通し

高島　花子 妻 補助 2200 補助 2000

高島　太郎 （代表者） 基幹 2200 基幹 2000

高島　育男 父 補助 960 補助 300

その他…GAPの導入、スマート農業の推進、省エネ技術の利用、有機農業の推進、新技術の導入など生産

方式に関わる目標を具体的に記入してください。

その他…経営内役割分担、経営の法人化、高付加価値化、ブランド化、顧客に対する情報

発信、新たな販路拡大など、経営管理に関わる目標を具体的に記入してください。

その他…多様な人材の育成や定着に向けた取組、相続・経営継承に関する取組、家族間の役割分担など、

働き方に関わる目標を具体的に記入してください。

こちらに〇を付けた人数と、１ページ目の「主たる従事

者の人数」が同じになります。


